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Abstract.　Cecidomyiid galls were surveyed in 2010 and 2011 for the first time on 
Mikurajima and Aogashima, the Izu Islands, Tokyo, Japan. We found 13 and three sorts 
of the galls on Mikurajima and Aogashima, respectively. Among them, the jar-shaped 
axillary bud gall induced by Rhopalomyia sp. was newly discovered on Chrysanthemum 
paci�cum (Asteraceae)． The stem gall induced by Bruggmanniella sp. on Actinodaphne 
acuminata (Lauraceae) was newly recorded from Tokyo. The following five sorts were 
new to the Izu Islands: the blister-shaped leaf gall induced by an unidentified cecido-
myiid on Machilus thunbergii (Lauraceae), the axillary bud gall induced by Asteralobia 
soyogo on Ilex integra (Aquifoliaceae), the ovate leaf gall induced by Oxycephalomyia sty-
raci on Styrax japonica (Styracaceae), the bud gall induced by Asphondylia baca on Wei-
gela coraeensis var. fragrans (Caprifoliaceae), and the small ellipsoidal leaf gall induced by 
Rhopalomyia chrysanthemum on C. paci�cum. In addition, the petiole gall induced by 
Paratephritis fukaii (Diptera: Tephritidae) on Farfugium hiberni�orum (Asteraceae) was 
newly recorded from the Izu Islands, and the leaf gall induced by Trioza cinnamomi (He-
miptera: Psylloidea) on Cinnamomum tenuifolium (Lauraceae) and the leaf gall induced 
by Liothrips kuwanai (Thysanoptera: Phlaeothripidae) on Piper kadsura (Piperaceae) 
were new to Mikurajima and Aogashima.

Key words:　biogeography, Cecidomyiidae, gall midge, host plant, new distribution 
records.
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緒　　　言

伊豆諸島は本州の南部に連なる火山島群であり，もっとも北に位置する伊豆大島から最南の青ヶ島ま
で，南北約230 kmに及ぶ．本地域の生物相に関しては，昆虫（例： 黒澤 1978; Inoue & Amano 1986; 
Takaoka & Saito 2005; 荒谷 2009）をはじめ , は虫類（例：Hasegawa 2003）や植物（例： Inoue 1988; Oiki 
et al. 2001; Miyake & Inoue 2003）などで，島嶼における特徴的な分布や形質変化などが報告されている．
フィリピン海プレートの北上により，かつて本州と衝突した伊豆半島を含め，本州から伊豆諸島に至る生
物相の成り立ちや遷移の過程は，生物地理学的にも生態学的にも非常に興味深い（長谷川 2009）．
虫えい（虫こぶ，gall）形成者は，寄主植物上に種特異的な形状の虫えいを形成し，その内部に生息す
る（湯川・桝田 1996）．虫えいは顕著な構造物である上，植物体上に長期間残存するため，短期間の調査
でも発見が容易であり，虫えいの存在から，虫えい形成者の分布や密度を正確に調査することが可能であ
るため，地域間での動物相の比較に適した研究対象である (Partomihardjo et al. 2011)．
虫えい形成者には，捕食者や捕食寄生者をはじめ，虫えいを餌資源や居住地として利用する同居者(In-

quline)，えい食者 (Cecidophage)，跡地利用者 (Successor) など，様々な生態的地位の節足動物が関わっ
ている．また，虫えいの形質や寄主植物の物理的・生理的改変を介して，他の植食者にも間接的に作用す
るため，植物上における節足動物群集の構成に大きな影響を及ぼす分類群と言える (Mani 1964; Ohgushi 
2005)．
一般に，虫えい形成者は寄主特異性がきわめて高く，虫えいを形成することなしには世代を継続できな
いため，海洋島への定着は，その島に寄主植物が存在することが前提条件となる．また，虫えい形成者の
うちもっとも種数が多い分類群であるタマバエ類（ハエ目：タマバエ科）は，シダ植物から被子植物まで
様々な植物を寄主とする種が知られているものの，成虫寿命が1～数日と非常に短い上，翅脈が著しく退
化しており，飛翔能力も乏しいため，自力での分散性はきわめて低い（湯川・桝田 1996; Yukawa & Roh-
frisch 2005）．その一方で，風などの他力によると考えられる長距離分散（約40 km）の例が，インドネ
シアのクラカタウ諸島から知られている (Yukawa & Partomihardjo 1997; Partomihardjo et al. 2011)．
伊豆諸島のタマバエに関しては，石沢 (1942) により伊豆大島 （以下，大島） からイヌツゲタマバエAs-

teralobia sasakii (Monzen) が，Yukawa (1971) により八丈島からススキメタマバエOrseolia miscanthi 
(Shinji) がそれぞれ記録された他，巣瀬 (1981) により，アオキミタマバエAsphondylia aucubae Yukawa & 
Ohsaki （大島，三宅島，八丈島），イボタミタマバエAsphondylia sphaera Monzen （大島，新島，神津島，
三宅島，八丈島），タブウスフシタマバエDaphnephila machilicola Yukawa （大島，新島，神津島，三宅
島，八丈島），イヌツゲタマバエ A. sasakii （大島，神津島，三宅島，八丈島），シロダモタマバエ Pseu-
dasphondylia neolitseae Yukawa，ヤブツバキウロコタマバエLasioptera cameriae Ohno & Yukawa（大島，
新島，神津島，三宅島），ヨモギエボシタマバエRhopalomyia yomogicola (Matsumura) （大島），ササハナ
タマバエ（学名未同定；八丈島）が記録されている．また，八丈島インタープリテーション協会・植物ガ
イドブック作成部会 (2007) により，八丈島にノブドウミタマバエ Asphondylia baca Monzenとテイカカ
ズラミタマバエ Asteralobia sp. が分布していることが示されている．
しかしながら，有人島である利島，式根島，御蔵島，青ヶ島や，八丈小島などの無人島においては，こ
れまでに虫えい形成昆虫相の調査は実施されていない．本研究では，伊豆諸島の虫えい形成昆虫に関する
生物地理学的研究を遂行するための基礎資料として，他島での調査結果の報告に先立ち，虫えい未記録の
御蔵島と青ヶ島において採集された虫えい形成タマバエ類による虫えいと，調査の過程で確認されたその
他の形成者による虫えいについて報告する．
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調 査 方 法

御蔵島では2010年4月7～8日と2011年4月9～10日に，青ヶ島では2011年4月8日に調査を実施し
た．林道沿いの常緑広葉樹を中心に，徳田・松尾2名の目視により，葉や枝，実に形成された虫えいを探
索した．おもな調査対象植物は，シロダモNeolitsea sericea (Blume) Koidz., タブノキ Machilus thunbergii 
Sieb. et Zucc., バリバリノキ Actinodaphne acuminata (Blume) Meisn.（クスノキ科），ヤブツバキ Camel-
lia japonica L.（ツバキ科），ハチジョウイヌツゲ Ilex crenata Thunb. var. hachijoensis Nakai, モチノキ Ilex 
integra Thunb.（モチノキ科），マサキEuonymus japonicus Thunb.（ニシキギ科），ホルトノキ Elaeocarpus 
sylvestris (Lour.) Poir. var. ellipticus (Thunb.) H. Hara（ホルトノキ科），アオキAucuba japonica Thunb. 
var. japonica（アオキ科），キヅタ Hedera rhombea (Miq.) Bean（ウコギ科），オオバエゴノキ Styrax ja-
ponica Sieb. et Zucc. var. kotoensis (Hayata) Masam. et T. Suzuki（エゴノキ科），ハチジョウイボタ Ligus-
trum ovalifolium Hassk. var. paci�cum (Nakai) M. Mizush.（モクセイ科），ニオイウツギ Weigela coraeen-
sis Thunb. var. fragrans (Ohwi) H. Hara（スイカズラ科），イソギク Chrysanthemum paci�cum Nakai（キ
ク科），アオノクマタケランAlpinia intermedia Gagnep.（ショウガ科）であるが，他の植物上でも随時虫
えいを探索した．
木本植物に関しては，各株50シュート（小株の場合，全シュート）を目安として虫えいの有無を調査
した．草本に関しては，群落内のすべて，あるいは50個体を目安として虫えいを探索した．確認された
虫えいのうち，一部は解剖して内部の生息者を確認するとともに，虫えい形成者や捕食寄生蜂の成虫を羽
化させるため研究室に持ち帰って飼育した．
虫えいおよび虫えい形成者の和名は湯川・桝田 (1996) に従った．確認された虫えいは，タマバエによ

るものとそれ以外の形成者によるものに分け，それぞれ湯川・桝田 (1996) の掲載順（寄主植物の科の分
類群順；詳細は同文献を参照）でリストアップした．虫えい名の末尾の［　］内に，湯川・桝田 (1996)
による虫えい番号を付した．採集記録は，地点情報（GPS計測による緯度・経度，および，標高情報），
採集日，発育段階（解剖した場合のみ）から構成されている．なお，湯川・桝田 (1996) 以降に虫えい形
成者の学名が変更されている場合などには，参考となる文献を示した．将来の生物地理学的研究において
有用であると考えられるので，虫えいを探索したものの発見できなかった植物に関しても調査記録として
結果に含めた．
本調査により採集された標本は，九州大学農学部昆虫学教室および佐賀大学農学部システム生態学研究
室に保存されている．

結　　　果

1.　タマバエによる虫えい
シロダモハコブフシ［C-254］（御蔵島初記録）

寄主：シロダモ 
形成者：シロダモタマバエ

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 436 m, 7 Apr. 2010 & 9 Apr. 2011; N33˚53′ E139˚37′, Alt. 548 m, 8 Apr. 
2010; N33˚53′ E139˚37′, Alt. 380 m, 9 Apr. 2011; N33˚52′ E139˚35′, Alt. 457 m, 10 Apr. 2011.

タブノキハウラウスフシ［C-256］（御蔵島および青ヶ島初記録）（図1）
寄主：タブノキ
形成者：タブウスフシタマバエ

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 474 m, 7 Apr. 2010; N33˚53′ E139˚35′, Alt. 487 m, 7 Apr. 2010; N33˚52′ 
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E139˚35′, Alt. 457 m, 10 Apr. 2011; N33˚52′ E139˚35′, Alt. 490 m, 10 Apr. 2011.
【青ヶ島】N32˚28′ E139˚46′, Alt. 319 m, 8 Apr. 2011; N32˚28′ E139˚46′, Alt. 372 m, 8 Apr. 2011; N32˚28′ 

E139˚46′, Alt. 369 m, 8 Apr. 2011; N32˚27′ E139˚46′, Alt. 71 m, 8 Apr. 2011; N32˚27′ E139˚46′, Alt. 
84 m, 8 Apr. 2011.

図1–8.　御蔵島および青ヶ島で確認された虫えい．1タブノキハウラウスフシ（青ヶ島）； 2バリバリノキエダコブフシ
（御蔵島）； 3ヤブツバキハミャクコブフシ（御蔵島）； 4モチノキメタマフシ（青ヶ島）； 5オオバエゴノキハツボ
フシ（御蔵島）； 6スダジイワカエダマルズイフシ（御蔵島）； 7ヤブニッケイハミャクイボフシ（青ヶ島）； 8ツワ
ブキハグキフクレフシ（青ヶ島）．
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バリバリノキエダコブフシ ［C-258］ （東京都初記録）（図2）
寄主：バリバリノキ
形成者：バリバリノキエダタマバエBruggmanniella sp.
参考文献： Tokuda & Yukawa (2006)； 徳田・湯川 (2011)

【御蔵島】N33˚53′ E139˚37′, Alt. 380 m, 8 Apr. 2010 & 9 Apr. 2011（蛹）．

タブノキエダズイフシ（仮称）［C-259］
寄主：タブノキ
形成者：不明（おそらくタマバエの一種）
【御蔵島】N33˚53′ E139˚37′, Alt. 427 m, 8 Apr. 2010（形成者脱出済み）．

注記：湯川・桝田 (1996) のホソバタブエダズイフシ (C-259) の解説中で述べられているタブノキエダズ
イフシと形状が酷似しており，タマバエの一種による虫えいであり，伊豆諸島初記録であると考え
られるが，今回採集されたものは古い虫えいの跡のみであり，内部の生息者は確認できなかった．
今後，より詳細な調査が必要である．

タブノキハフクレフシ［C-262］（伊豆諸島初記録）
寄主：タブノキ
形成者：タブハフクレタマバエ（種名未同定）

【御蔵島】N33˚52′ E139˚35′, Alt. 490 m, 10 Apr. 2011（虫えい跡，幼虫脱出済み）．
【青ヶ島】N32˚28′ E139˚46′, Alt. 323 m, 8 Apr. 2011（虫えい跡，幼虫脱出済み）．

C-280　ヤブツバキハミャクコブフシ（御蔵島初記録）（図3）
寄主：ヤブツバキ
形成者：ヤブツバキウロコタマバエ

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 295 m, 7 Apr. 2010; N33˚53′ E139˚35′, Alt. 436 m, 7 Apr. 2010; N33˚52′ 
E139˚35′, Alt. 490 m, 10 Apr. 2011.

ハチジョウイヌツゲメタマフシ［C-373］（御蔵島初記録）
寄主：ハチジョウイヌツゲ
形成者：イヌツゲタマバエ 

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 334 m, 7 Apr. 2010; N33˚53′ E139˚35′, Alt. 353 m, 7 Apr. 2010; N33˚54′ 
E139˚35′, Alt. 168 m, 9 Apr. 2011.

モチノキメタマフシ［C-375］（伊豆諸島初記録）（図4）
寄主：モチノキ
形成者：ソヨゴタマバエ Asteralobia soyogo (Kikuti)
参考文献： Tokuda et al. (2004b)

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 187 m, 9 Apr. 2011.
【青ヶ島】N32˚27′ E139˚46′, Alt. 83 m, 8 Apr. 2011; N32˚27′ E139˚46′, Alt. 96 m, 8 Apr. 2011; N32˚27′ 

E139˚46′, Alt. 168 m, 8 Apr. 2011; N32˚28′ E139˚46′, Alt. 269 m, 8 Apr. 2011.
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アオキミミドリフシ［C-413］（御蔵島初記録）
寄主：アオキ
形成者：アオキミタマバエ

【御蔵島】N33˚54′ E139˚37′, Alt. 294 m, 8 Apr. 2010 & 9 Apr. 2011; N33˚53′ E139˚37′, Alt. 368 m, 8 Apr. 
2010; N33˚52′ E139˚35′, Alt. 490 m, 10 Apr. 2011; N33˚52′ E139˚38′, Alt. 215 m, 10 Apr. 2011.

オオバエゴノキハツボフシ［D-015］（伊豆諸島初記録）（図5）
寄主：オオバエゴノキ Styrax japonica var. kotoensis 
形成者：エゴノキニセハリオタマバエOxycephalomyia styraci (Shinji)
参考文献： Tokuda et al. (2004a)

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 187 m, 7 Apr. 2010 & 9 Apr. 2011（蛹）．

ハチジョウイボタミミドリフシ［D-027］（御蔵島初記録）
寄主：ハチジョウイボタ 
形成者：イボタミタマバエ

【御蔵島】N33˚54′ E139˚35′, Alt. 168 m, 7 Apr. 2010 & 9 Apr. 2011; N33˚53′ E139˚35′, Alt. 334 m, 7 Apr. 
2010; N33˚54′ E139˚36′, Alt. 193 m, 7 Apr. 2010 & 9 Apr. 2011; N33˚52′ E139˚38′, Alt. 215 m, 10 Apr. 
2011.

ニオイウツギメタマフシ［D-061］（伊豆諸島初記録）
寄主：ニオイウツギ Weigela coraeensis var. fragrans (Ohwi) H. Hara
形成者：ノブドウミタマバエ（＝ウツギメタマバエ，タニウツギハリオタマバエ）
参考文献： Uechi et al. (2004)

【御蔵島】N33˚54′ E139˚35′, Alt. 168 m, 9 Apr. 2011.

イソギクハイボフシ［D-075］（伊豆諸島初記録）
寄主：イソギク 
形成者：キクヒメタマバエRhopalomyia chrysanthemum Monzen

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 200 m, 7 Apr. 2010（終齢幼虫）．

イソギクメナガツボフシ［D-087］（新記録虫えい）
寄主：イソギク
形成者：ヨモギタマバエ属の一種Rhopalomyia sp.

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 279 m, 9 Apr. 2011（終齢幼虫～蛹）．
注記：湯川・桝田 (1996) のノジギクメナガツボフシ (D-089) と形状が酷似している．同文献の解説中で

述べられているように，ノジギクChrysanthemum japonense Nakaiの他，シマカンギクChrysan-
themum indicum L.からも同様の虫えいが見つかっており，これらのタマバエの分類学的地位につ
いては今後の検討が必要である．

2.　その他の形成者による虫えい
スダジイワカエダマルズイフシ［C-105］（図6）

寄主：スダジイ Castanopsis sieboldii (Makino) Hatus. ex T. Yamaz. et Mashiba（ブナ科）
形成者：カシアシナガゾウムシ Merus piceus (Roelofs) （ゾウムシ科）

【御蔵島】N33˚52′ E139˚37′, Alt. 215 m, 10 Apr. 2011（外部捕食寄生蜂の蛹のみ確認）．
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ヤブニッケイハミャクイボフシ［C-263］（御蔵島および青ヶ島初記録）（図7）
寄主：ヤブニッケイ Cinnamomum tenuifolium (Makino) Sugim. ex. H. Hara（クスノキ科）
形成者：ニッケイトガリキジラミ Trioza cinnamomi (Boselli) （キジラミ上科）

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 474 m, 7 Apr. 2010; N33˚53′ E139˚37′, Alt. 527 m, 8 Apr. 2010.
【青ヶ島】N32˚28′ E139˚46′, Alt. 281 m, 8 Apr. 2011.

フウトウカズラハチヂミフシ［C-269］（御蔵島および青ヶ島初記録）
寄主：フウトウカズラ Piper kadsura (Choisy) Ohwi（コショウ科）
形成者：フウトウカズラクダアザミウマ Liothrips kuwanai (Moulton) （クダアザミウマ科）

【御蔵島】N33˚53′ E139˚37′, Alt. 368 m, 8 Apr. 2010.
【青ヶ島】N32˚28′ E139˚46′, Alt. 319 m, 8 Apr. 2011.

ツワブキハグキフクレフシ［D-085］（伊豆諸島初記録）（図8）
寄主：ツワブキ Farfugium hiberni�orum (Makino) Kitam.（キク科）
形成者：ツワブキケブカミバエ Paratephritis fukaii Shiraki（ミバエ科）

【御蔵島】N33˚53′ E139˚35′, Alt. 200 m, 7 Apr. 2010; N33˚53′ E139˚35′, Alt. 232 m, 7 Apr. 2010; N33˚53′ 
E139˚35′, Alt. 379 m, 7 Apr. 2010; N33˚52′ E139˚36′, Alt. 405 m, 10 Apr. 2011（成虫羽化済み，虫えい
跡）．

【青ヶ島】N32˚28′ E139˚46′, Alt. 294 m, 8 Apr. 2011; N32˚28′ E139˚46′, Alt. 390 m（若齢幼虫），8 Apr. 
2011; N32˚28′ E139˚46′, Alt. 369 m, 8 Apr. 2011.

3.　調査したが虫えいが確認されなかった植物
御蔵島では，2010年にシキミとマサキをそれぞれ30株以上，アオノクマタケラン1群落，および，

2011年にシキミ60株以上，マサキ30株以上，アオノクマタケラン2群落（いずれも2010年とは別の場
所），キヅタ2カ所でタマバエによる虫えいを探索したが，確認されなかった．
また，エゴノキStyrax japonica Seb. et Zucc.（エゴノキ科）では多種類の虫えいが知られている（湯
川・桝田 1996; Tokuda et al. 2006）ため，オオバエゴノキでも，ハツボフシ以外の虫えいを探索したが確
認されなかった．同様に，メナガツボフシを発見したイソギクを対象に，ノジギクで見られるハシロケタ
マフシを探索したが，発見されなかった．
青ヶ島では，2011年にヤブツバキ1株（50シュート），ハチジョウイボタ50株以上，マサキ40株以上，
ホルトノキ20株以上，キヅタ6カ所でタマバエによる虫えいを探索したが，確認されなかった．

考　　　察

本調査により，御蔵島には少なくとも13種（タブノキエダズイフシの形成者を含めると14種），青ヶ
島には3種のタマバエが生息していることが明らかになった．
このうち，イソギクにメナガツボフシを形成するタマバエは日本初記録，バリバリノキエダタマバエは
東京都初記録，タブハフクレタマバエとソヨゴタマバエ，エゴノキニセハリオタマバエ，キクヒメタマバ
エの4種は伊豆諸島初記録である．
バリバリノキエダタマバエは，千葉県と宮崎県，鹿児島県，沖縄県の4例しか過去の採集記録がなく

（Yukawa 1976; 薄葉 1977; 湯川 1979, 1988; Tokuda & Yukawa 2006; 徳田・湯川 2011），詳細な生活史は
明らかにされていない（湯川・桝田 1996）．これまでの断片的な採集記録から考えると，日本の太平洋岸
にごく低密度で分布しているものと推察される．今回の調査では，御蔵島で2年続けて同一株で本種によ
る虫えいが確認された．同地において他の季節に調査が実施できれば，本種の生活史を明らかにできる可
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能性がある．
タブハフクレタマバエは，本州から南西諸島にかけて広く分布しており，10月から12月にかけて終齢
幼虫が虫えいから脱出し，土中で越冬する（湯川・桝田，1996；ホソバタブハフクレフシC-262を参照）．
したがって，春期の調査では，タブノキの新芽が未展開の場合，旧葉に形成された幼虫脱出後の虫えい跡
しか確認できない．伊豆諸島の他の島では未記録であるが，筆者らの調査により主要な有人島には分布し
ていることが確認されている（徳田ら 未発表）．
ソヨゴタマバエは，本州，四国，九州に分布しており，モチノキの他，いずれもモチノキ属のナナミノ
キ Ilex chinensis Sims, ヒメモチ Ilex leucoclada (Maxim.) Makino，ソヨゴ Ilex pedunclosa Miq.を寄主とし
ている (Tokuda et al. 2004b)．これらの植物のうち，伊豆諸島にはモチノキのみが分布している (Horika-
wa 1972) が，密度が低いこともあり，伊豆諸島の他の島では十分な調査がなされていない．今後の入念
な調査により，他島からも発見される可能性がある．
エゴノキニセハリオタマバエは，本州・四国・九州および南西諸島から記録されている (Tokuda et al. 

2004a)．従来は，エゴノキから記録されていたが，伊豆諸島では，変種のオオバエゴノキを利用している
ことが明らかになった．本種も今後の調査により，伊豆諸島の他島から発見される可能性がある．
ノブドウミタマバエは，寄主交代をする種として知られており，本州や九州では，ノブドウやヤブガラ
シCayratia japonica (Thunb.) Gagnep.（ブドウ科）を夏寄主， タニウツギ (Weigela) 属（スイカズラ科）
を冬寄主として利用することが知られている (Uechi et al. 2004)．御蔵島においては，秋季の虫えい調査
が実施されていないため，ブドウ科の実の虫えいは未確認であるものの，八丈島においてテリハノブドウ
Ampelopsis brevipedunculata (Maxim.) Trautv. var. glabrifolia Honda（ブドウ科）の虫えいが確認されてい
ることから，伊豆諸島においても，本州や九州と同様に，寄主交代をしていることが推察される．
イソギクから確認された2種のタマバエのうち，キクヒメタマバエは，栽培ギクの害虫として知られる

種であるが，詳細な生活史は明らかにされていない．また，メナガツボフシを形成するヨモギタマバエの
一種に関しても，生活史の詳細は不明である（湯川・桝田 1996）．今後，他のキク科に虫えいを形成する
タマバエとの関係も含めて，分類学的地位を検討する必要がある．
その他のタマバエのうち，タブウスフシタマバエは，伊豆諸島北端の大島から南端の青ヶ島まで，これ
までに調査が実施されたすべての有人島から分布が確認されたことになる．
また，シロダモタマバエとイヌツゲタマバエは，寄主植物が青ヶ島には分布していない (Horikawa 

1972) ため，伊豆諸島においては八丈島までしか生息できない．今回の調査により，いずれも御蔵島から
虫えいが確認され，大島から八丈島までの主要な有人島に分布していることが明らかになった．
一方，イボタミタマバエは，寄主のハチジョウイボタが青ヶ島まで分布しているにも関わらず，今回の
調査では御蔵島からしか虫えいが確認されなかったことから，青ヶ島には未定着の可能性がある．
ヤブツバキウロコタマバエは，過去の調査では三宅島までしか分布が確認されていなかった．今回の調
査により，伊豆諸島最南の記録として，御蔵島から確認されたが，八丈島および青ヶ島からは未記録であ
る．
マサキタマバエは，北海道から屋久島および韓国に分布している（湯川・桝田 1996; Paik et al. 2004）．
伊豆諸島においては，巣瀬 (1981) により大島，新島，神津島，三宅島，八丈島において入念な調査がな
され，いずれの島にも分布していないことが判明していた．本調査により，御蔵島と青ヶ島からも確認さ
れなかったことから，巣瀬 (1981) が述べている通り，伊豆諸島には分布していないものと考えられる．
今回の調査で確認されたタマバエ科以外の虫えい形成者に関して，伊豆諸島では過去に，カシアシナガ
ゾウムシが御蔵島と八丈島から（澤田・渡辺 1969; Morimoto & Miyakawa 1985），ニッケイトガリキジラ
ミが八丈島から (Miyatake 1966)，フウトウカズラクダアザミウマが三宅島から (Okajima 2006) それぞれ
記録されている．これらについては分布情報が断片的であるため，本稿では個別の考察は控え，虫えいの
確認記録のみにとどめたい．
本調査も含め，伊豆諸島におけるこれまでの虫えい形成タマバエ類の調査は，もっぱら春季にのみ実施
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されてきた．本地域における虫えい形成タマバエ相の全貌を明らかにするためには，落葉広葉樹や草本に
形成される虫えいなどが顕著になる秋季の調査が必要である．今後は，伊豆諸島の他の有人島における
2009年～2011年の調査記録（Tokuda et al. 未発表）を加え，伊豆諸島におけるタマバエ相に関する生物
地理学的考察を試みたい．

要　　　約

伊豆諸島の有人島のうち，虫えい形成タマバエ類に関する知見のなかった御蔵島および青ヶ島において
調査を実施し，御蔵島から13種，青ヶ島から3種のタマバエを確認した．これらのうち，イソギクにメナ
ガツボフシを形成するタマバエは新記録であり，バリバリノキエダタマバエは東京都初記録，タブハフク
レタマバエ，ソヨゴタマバエ，エゴノキニセハリオタマバエ，キクヒメタマバエの4種は伊豆諸島初記録
である．また，タマバエ科以外の虫えい形成者として，ツワブキケブカミバエを伊豆諸島から初めて記録
し，ニッケイトガリキジラミとフウトウカズラクダアザミウマを御蔵島および青ヶ島から初めて記録した．
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